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1 ．はじめに

現在、我が国における道路合流部の交通渋滞や交

通事故の問題は、それほど大きな改善が見られない状

況にある。これは、渋滞や交通事故を軽減するための、

合流部の改良(ハード面での改善)には、かなりの費用

が必要であり、用地買収等の問題から困難な状況にあ

ることが原因の一つと考えられる。したがって、ハー

ド面より容易に手を加えることの出来るソフト面での

改良(例えば ITS の利用などの対策)が今後必要であろ

う。

道路合流部における運転挙動に関するこれまでの

研究は、合流部の設計基準を決定するためのものや、

合流部において発生する交通渋滞および交通事故など

の様々な問題を解決するために、色々な方法が行われ

てきた。しかし、これらの研究ではドライバーの運転

メカニズム(例えばブレーキングのタイミングである

とか危険を回避するための避走行動 )、ドライバーの

熟練度、性格などに左右される判断行動等を完全に把

握しているとは言い難い。

そこで、本研究では様々なドライバーの運転メカ

ニズムを複数複合することが可能なファジィ推論を用

いることによって、ドライバーの熟練度等の曖昧な事

象を取り扱うことにする。また、最終的にはファジィ

理論によって表されたドライバーの運転メカニズムを

用いることにより、合流部における運転挙動を解析し、

交通の円滑化・安全化を目的とした交通シミュレーシ

ョンモデルの構築を行う予定である。

２．本研究の構成

最初に、交通事故多発地点(合流部)をビデオ撮影し

たものを分析し、交通シミュレーションモデルの構
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築に有効なデータをピックアップする。そして、その

ピックアップした有効データについて、合流部車両相

互の合流挙動(車頭時間及び合流時間の計測)を分析す

る。

　次に、ビデオから得られたデータの調査項目と、合

流車の合流及び見送りとの関係を調べるために、数量

化理論Ⅱ類を用いて分析を行う。

　最後に、数量化理論Ⅱ類での分析結果をもとに、

合流車が合流するか見送るかを判断する基準として用

いられていると考えられる調査項目を基にして、ファ

ジィ推論を用いるためのメンバシップ関数を作成する。

３．合流部における交通流ビデオ調査

3－1 調査地点と調査方法
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図－１　合流対象地域の略図

調査地点としては、図－1 に示すような国道１号下

り線奈良野町付近（京都府）における国道１６１号線

との合流地点を設定した。調査はビデオカメラを図の

ように設置し、大型クレーンを用いて上方から撮影す

る形で行った。

3－2　データの計測方法

国道１号線と国道１６１号線の合流地点を直接ビ

デオ撮影したものを、国道１６１号線から国道１号線

への合流車すべてについて、まず目視により次に示す

調査項目を計測した。調査項目としては、本線

走行車の車種･合流車の車種･合流車の合流パターン･

本線走行車のブレーキの有無･本線走行車の避走の有



無を設定した。

　ただし、前節で調査した合流車のうち、本線走行車

が存在しないケースはコンフリクトが発生しないので、

ここではそれ以外のものを有効データとする。なお、

合流車が合流するか見送るかの判断基準に用いると考

えられる車頭時間及び合流時間についても目視・手動

により計測した。

４．メンバシップ関数の作成

4－1　数量化理論Ⅱ類による調査項目の分析

ドライバーの合流判断に関連する要因(項目)を明ら

かにするために、数量化Ⅱ類を用いて分析を行った。

目的変数としては合流車が見送るか、合流するかの 2

分類とし、説明変数としては前節で挙げた調査項目と

した。

数量化理論Ⅱ類を用いた分析結果から、車頭時間

及び合流時間の偏相関係数は高く、それらが合流車の

見送り及び合流の判断基準に用いられていることが分

かった。また、本線走行車の車種についても判断基準

に用いられていることが分かった。表－1 に分析結果

を示す。なお、度数分布アイテムは本線前走行車･本

線後走行車･合流車の車種、合流車の合流パターン、

車頭時間及び合流時間、本線走行車の避走･走行車線

走行車のブレーキ･追越車線走行車のブレーキの有無

の 9項目とする。

表－1  数量化理論Ⅱ類による分析結果

4－2  メンバシップ関数の作成

数量化理論Ⅱ類を用いた分析結果から、メンバシ

ップ関数を作成する。メンバシップ関数とはある事象

に対して発生する割合を示す関数で、今回は縦軸には

見送った割合を、横軸には車頭時間及び合流時間を用

いた。得られたメンバシップ関数を図－2に示す。

図－2　メンバシップ関数

５．おわりに

本研究では、ファジィ推論を用いた交通コンフリ

クトシミュレーションモデルの構築を目指すが、これ

ができれば、合流部における交通の円滑化・安全

化を目的とした交通安全対策に利用できると考えられ

る。課題としては、モデル構造が複雑な非線形モデル

となるといったことなどが挙げられるので、今後はそ

れを考慮した分析を進め、より実用化につながるシミ

ュレーションモデルに発展させたい。

最後に、本研究で利用するビデオ調査のデータは

建設省京都国道工事事務所・交通事故多発地点対策委

員会が行ったものである。ここに記して、感謝したい。
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度数分布 範囲 偏相関係数
アイテム
前走行車の車種 0.5396 0.3330
後走行車の車種 2.3692 0.7744
合流車の車種 0.0934 0.0792
合流パターン 0.0493 0.0263
車頭時間 3.1654 0.8805
合流時間 0.7961 0.2550
避走の有無 0.2143 0.0942
走ブレーキの有無 0.1683 0.1377
追ブレーキの有無 0.0203 0.0047

相関比 0.8319
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